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経済産業省資源エネルギー庁受託事業「放射性廃棄物の減容化に向けたガラス固化技術の基盤
研究事業（ガラス固化技術の基盤整備）」において、日本原燃は「ガラスマトリックス・原料供
給形態の高度化」を実施している。本研究では、高燃焼度燃料および MOX 燃料を再処理した
際に発生する高レベル放射性廃液を安定的に処理するためのガラス固化技術の確立を目的とし
ている。本講演では、2021年に実施した研究の内容と成果の概要を報告する。 
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1. 緒言 

我が国では、核燃料サイクルの推進により高燃焼度燃料や MOX 燃料の再処理が想定され、
従来の燃料と比較して高レベル放射性廃液中の白金族元素やマイナーアクチノイド等の濃度増
加などが技術課題として予想される。この高レベル放射性廃液を安定的に処理・処分するため
のガラス固化技術を IHI、日本原燃、日本原子力開発機構、電力中央研究所の 4事業者が、資源
エネルギー庁より「放射性廃棄物の減容化に向けたガラス固化技術の基盤研究事業」を共同で
受託し、高レベル放射性廃液のガラス固化技術の高度化や技術課題にとりくみ、技術基盤とな
る基礎研究を実施している。 

2. 研究の概要 

上述の事業において、日本原燃は「ガラスマトリックス・原料供給形態の高度化」を実施し
ている。具体的には、ガラスマトリックスと物理的形状の最適化による廃棄物充填率の向上、
廃液の固化前処理による固化プロセスの安定化を課題として、大学等の研究機関と協力しなが
ら研究を進めている。本講演では、2021 年度に実施したガラスマトリックスの開発成果概要を
報告する。 

 
Table1 ガラスマトリックス・原料供給形態の高度化に係る 2021年度実施項目（赤枠：本発表） 

本報告は経済産業省資源エネルギー庁「令和 3年度放射性廃棄物の減容化に向けたガラス固化技術の基

盤研究事業(JPJ010599)」の成果の一部である． 

*Ryo Souma1, Kohei Oowaku1, Takeshi Tsukada1, Norio Kanehira1, Toru Sugawara2, Sohei Sukenaga3, Hiroyuki 

Shibata3 and Tetsuji Yano4 
1Japan Nuclear Fuel Limited, 2Akita Univ. , 3Tohoku Univ. , 4Tokyo Tech 

2A02 2022年秋の大会

 2022年 日本原子力学会 - 2A02 -


